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河川事業
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①目的及び位置付け①目的及び位置付け

一定の期間を経
過した事業につい
て適宜実施する。

一定の期間とは？

新規事業→採択後１ ０ 年目の年度末まで

継続事業→前回再評価から５ 年目の年度末まで

再評価実施要領に基づき、河川整備計
画策定時に再評価を行う。

「再評価実施要領の第６－７の抜粋」

河川整備計画の策定・変更の際、河川
法に基づき、学識経験者、関係住民、
地方公共団体の長の意見を聴くに当
たって、学識経験者等から構成される
委員会等が設置される場合は、事業再
評価検討委員会に代えて、当該委員会
において検討を行うものとする。

福岡県県土整備部・建築都市部公共事業の再評価実施要領に基づき再評価を実施

【目的】公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、事業評価を行
い必要に応じ事業見直し、事業継続の有無について審議するもの。

別紙１参照

留意事項（再評価実施要領の第３－５より）

社会的状況の変化等により再評価実施主体が
再評価を実施する必要があると判断した場合
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①

②

③

④

⑤

②事業評価の対象河川及び事業②事業評価の対象河川及び事業

L=3,800mH7広域河川改修事業⑤

L=3,470mS41広域河川改修事業④

左岸L=4,050m
右岸L=4,330m

S49有明高潮対策事業③

L=10,440mS44広域河川改修事業②

左岸L=2,645m
右岸L=2,140m

S47有明高潮対策事業①

事業延長事業着手事業名箇所番号

赤字：今回事業評価対象河川



年平均被害軽減期待額・残存価値

便益B

費用Cの投資により
浸水被害を解消

河道の整備・維持管理等

費用C

③費用便益分析の説明③費用便益分析の説明
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ちなみに

B/C≧１．０ の場合 事業効果大

B/C≦１．０ の場合 事業効果小

1以下の場合でも環境事業等の地域性に配慮した
ものは実施する場合もあります。



④費用便益比④費用便益比
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※B/Cは事業着手時から算出したもの。

大根川河川改修事業 7.7億円 164億円 109億円 1.51

沖端川河川改修事業 152.6億円 7,243億円 250億円 28.97

塩塚川川河川改修事業 16.1億円 788億円 161億円 4.90

沖端川地震高潮対策事業 56.4億円 2,780億円 221億円 12.59

塩塚川地震高潮対策事業 30.9億円 1,363億円 282億円 4.83

事業名 総便益（B) 総費用（C)
費用便益比

（B/C)
年平均被害軽減

期待額（ｂ)



平成２年 平成２年７月豪雨
平成３年 広域河川改修事業として飯江川本川事業着手
平成７年 飯江川本川 概成
平成７年 広域河川改修事業として大根川事業着手
平成１０年 大根川 水門完成
平成１２年 大根川 排水機場完成（暫定10m3/s）
平成１９年 矢部川水系河川整備基本方針 策定

各費用の進捗状況

項目 進捗率

事業 45.7%

工事 45.1%

用地
補償費

69.7%

⑤事業の進捗状況（大根川河川改修）⑤事業の進捗状況（大根川河川改修）
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各費用の進捗状況

項 目
今回

（H23）

進
捗
率

事業費 63.0%

工事費 62.2%

用地補償費 92.3%

・昭和28年 6月 昭和28年大水害（西日本大水害）
・昭和44年 沖端川河川改修工事着手
・昭和45年 4月 矢部川水系工事実施基本計画策定
・昭和47年 7月 大水害
・平成 2年 7月 大水害
・平成 9年11月 矢部川改良工事全体計画策定
・平成19年11月 矢部川水系河川整備基本方針策定

⑤事業の進捗状況（沖端川河川改修）⑤事業の進捗状況（沖端川河川改修）
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各費用の進捗状況

項 目
今回

（H23）

進
捗
率

事業費 31.4%

工事費 27.4%

用地補償費 70.0%

・昭和28年 6月 昭和28年大水害（西日本大水害）
・昭和41年度 塩塚川河川改修工事着手
・昭和47年 7月 大水害
・平成 2年 7月 大水害
・平成19年11月 矢部川水系河川整備基本方針策定

⑤事業の進捗状況（塩塚川河川改修）⑤事業の進捗状況（塩塚川河川改修）
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各費用の進捗状況

矢部川改良工事全体計画策定平成 9年11月

沖端川有明高潮対策事業工事着手昭和47年

矢部川水系工事実施基本計画策定昭和45年 4月

台風14号による高潮災害昭和34年 9月

台風12号による高潮災害昭和31年 9月

台風9号による高潮災害昭和31年 8月

項 目
今回

（H23）

進
捗
率

事業費 77.6%

工事費 74.7%

用地補償費 83.6%

⑤事業の進捗状況（沖端川高潮対策）⑤事業の進捗状況（沖端川高潮対策）

10



各費用の進捗状況

有明高潮対策事業で整備着手昭和49年
台風14号による高潮災害昭和34年 9月
台風12号による高潮災害昭和31年 9月
台風9号による高潮災害昭和31年 8月

項 目
今回

（H23）

進
捗
率

事業費 56.5%

工事費 49.0%

用地補償費 95.0%

⑤事業の進捗状況（塩塚川高潮対策）⑤事業の進捗状況（塩塚川高潮対策）
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矢部川水系では、過去に多くの浸水被害が発生して矢部川水系では、過去に多くの浸水被害が発生して
おり河川改修を進めているところです。近年の降雨傾向おり河川改修を進めているところです。近年の降雨傾向
から洪水発生回数の増加が予想されるなど洪水対策のから洪水発生回数の増加が予想されるなど洪水対策の
必要性が高まっています。必要性が高まっています。

今回、法定計画である河川整備計画の策定に伴い本今回、法定計画である河川整備計画の策定に伴い本
事業を整備実施河川に位置付け、継続実施とし、大根事業を整備実施河川に位置付け、継続実施とし、大根
川河川改修事は平成川河川改修事は平成3737年度、沖端川河川改修事業は年度、沖端川河川改修事業は
平成平成4343年度、塩塚川河川改修事業は平成年度、塩塚川河川改修事業は平成4848年度、沖年度、沖
端川高潮対策事業は平成端川高潮対策事業は平成3333年度、塩塚川高潮対策事年度、塩塚川高潮対策事
業は平成業は平成3838年度の事業完成を目指します。年度の事業完成を目指します。

⑥対応方針（案）⑥対応方針（案）
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